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チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㊲回

山
岸 

修 

氏
（『
現
代
の
眼
』ほ
か
編
集
者
・
編
集
長
、俳
人
）

▼
「
吉
田
寮
ダ
べ
リ
ン
グ

　
学
部
」
卒

コ
ロ
ナ
が
世
間
に
拡
が

る
。
同
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
戦
火
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
中
に
「
戦
争
」
と
い
う
言

葉
を
身
近
に
し
て
し
ま
っ

た
。
８
月
は
、
６
日
、
９

日
、
15
日
と
、
日
本
の
歴

史
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
未

来
に
つ
い
て
考
え
る
動
機
づ

け
を
与
え
て
く
れ
る
。

今
回
紹
介
す
る
山
岸
修
氏

は
、
１
９
４
２
年
、
長
野
県

長
野
市
に
生
ま
れ
た
（
６
月

に
80
歳
を
迎
え
た
）
。
生
地

は
、
当
時
は
長
野
県
上
水
内

郡
大
豆
島
（
ま
め
じ
ま
）
村

と
称
し
た
。
そ
の
地
は
、
い

ま
確
認
す
る
と
、
昨
年
筆
者

と
妻
は
須
坂
市
と
長
野
市
を

ド
ラ
イ
ブ
し
た
折
り
に
通
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
述
の

「
鐵
の
道
」
イ
ベ
ン
ト
企
画

の
た
め
に
、
「
長
野
市
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
ア
リ
ー
ナ
」

の
下
見
を
し
た
が
、
そ
の
辺

り
が
同
氏
の
生
地
で
あ
っ
た
。

そ
の
地
か
ら
自
転
車
で
片

道
４
㌔
㍍
先
の
長
野
県
長
野

高
校
に
通
学
し
た
。
全
校
生

１
４
０
０
人
う
ち
女
子
学
生

は
10
人
ほ
ど
、
当
時
は
旧
制

中
学
の
伝
統
が
残
っ
た
バ
ン

カ
ラ
の
校
風
で
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
同
校
の
様
子
は
別
の

知
人
が
長
野
北
高
等
学
校
時

代
の
卒
業
生
で
、
よ
く
聞
い

て
い
た
。

１
９
６
２
年
、
大
学
は

「
不
滅
の
真
理
」「
普
遍
の
原

理
」
で
あ
る
に
憧
れ
、
京
都

大
学
文
学
部
に
入
学
。
が
、

現
実
は
池
田
政
権
の
時
代
、

高
度
成
長
政
策
下
で
、
京
大

と
い
え
ど
も
「
産
業
予
備

軍
」
の
育
成
機
関
と
化
し
て

い
た
。

救
わ
れ
た
の
は
、
京
大
西

寮
や
吉
田
寮
で
の
交
友
関
係

＆
寮
生
活
。
し
か
し
、
寮
に

入
っ
た
お
か
げ
で
日
本
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
多
学
部
や
他

学
科
の
俊
才
・
異
才
た
ち
と

知
り
合
い
に
な
れ
、
学
部
ク

ラ
ス
で
は
得
ら
れ
な
い
財
産

と
な
っ
た
。
山
岸
氏
は
、
卒

業
論
文
と
し
て
サ
ル
ト
ル
の

『
嘔
吐
』
を
研
究
し
提
出
し

▼
編
集
者

　
と
し
て
活
躍

１
９
６
７
年
、
大
学
を
卒

業
し
た
が
、
大
手
出
版
社
等

か
ら
は
蹴
ら
れ
、
翌
年
、

『
現
代
の
眼
』
の
出
版
社
、

現
代
評
論
社
入
社
し
た
。
以

来
、
１
９
８
４
年
、
商
法
改

正
に
伴
い
同
社
が
解
散
さ
れ

る
ま
で
、
編
集
業
務
と
、
同

誌
の
編
集
長
も
経
験
し
退

社
。
毎
日
新
聞
社
『
週
刊
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
の
制
作
進
行

に
携
わ
る
な
ど
し
た
後
、
友

人
と
編
集
制
作
会
社
、（
株
）

プ
ロ
ジ
ェ
を
立
ち
上
げ
、
企

業
や
官
庁
の
広
報
出
版
物
の

編
集
に
携
わ
っ
た
。

こ
の
時
代
、
真
木
修
平
の

筆
名
で
、
雑
誌
や
団
体
刊
行

物
に
文
化
評
論
も
執
筆
。
２

０
０
２
年
か
ら
は
『
週
刊
金

曜
日
』
の
編
集
・
校
正
に
携

わ
っ
た
後
、
元
朝
日
記
者
・

本
多
勝
一
氏
が
主
宰
す
る

『
月
刊
あ
れ
こ
れ
』
で
編
集

を
行
っ
た
。

さ
て
、『
現
代
の
眼
』
の

経
験
に
ふ
れ
る
と
、
同
誌
は

大
手
の
総
合
雑
誌
の
保
守
化

の
中
で
「
学
生
運
動
を
主
体

的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
少
数
意
見
を
尊
重
す

る
」（
丸
山
実
編
集
長
時

代
）
の
方
針
に
舵
を
切
り
部

数
を
拡
大
し
て
い
た
が
、
そ

れ
を
支
え
た
の
が
山
岸
氏
ら

編
集
者
で
あ
っ
た
。

『
現
代
の
眼
』
は
１
９
６

０
年
に
創
刊
、
最
初
の
雑
誌

名
は
『
現
代
の
芽
』）
で
、

国
民
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
革
新
系
（
反
代
々
木
系

の
構
造
改
革
派
が
中
心
）
と

保
守
系
の
論
客
が
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
寄
稿
、
形
式
と
し
て

も
エ
ッ
セ
イ
、
映
画
評
、
書

評
の
最
後
に
連
載
小
説
が
あ

る
総
合
雑
誌
型
だ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
62
年
新
年
号
に

は
、
岡
倉
古
志
郎
ら
の
寄
稿

に
よ
る
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
論
」、
三
鬼
陽
之
助
、
藤

原
弘
達
、
田
中
角
栄
ほ
か
二

名
に
よ
る
「
政
界
と
財
界
」

と
銘
打
っ
た
座
談
会
、
さ
ら

に
花
田
清
輝
「
現
代
悪
人

論
」
、
佐
野
美
津
男
の
連
載

小
説
「
戦
後
無
宿
」
な
ど
の

多
様
と
な
っ
て
い
る
。

『
現
代
の
眼
』
の
オ
ー
ナ

ー
は
大
物
総
会
屋
と
し
て
名

を
馳
せ
た
木
島
力
也
氏
で
あ

っ
た
。『
世
界
』
よ
り
は

右
、『
文
藝
春
秋
』
や
『
中

央
公
論
』
よ
り
は
左
寄
り
の

国
民
的
論
壇
誌
、
総
合
誌
だ

っ
た
。

山
岸
氏
は
、
70
年
代
に
は

部
落
関
係
に
関
す
る
コ
ラ
ム

記
事
が
も
と
で
、
明
治
大
学

の
支
援
サ
ー
ク
ル
に
呼
び
出

さ
れ
て
軟
禁
や
糾
弾
を
受
け

た
り
も
し
た
。
編
集
長
時
代

の
80
年
ご
ろ
に
は
、
寺
山
修

司
の
連
載
原
稿
で
、
永
山
則

夫
に
触
れ
た
記
事
が
彼
の
支

援
団
体
の
逆
鱗
に
触
れ
、
糾

弾
を
う
け
る
な
ど
、「
左
」

と
の
軋
轢
も
し
ば
し
ば
体
験

し
た
。

▼
作
家
や
評
論
家
を
輩
出

最
盛
時
に
は
発
行
部
数

は
、
４
～
５
万
部
は
あ
っ
た

と
い
う
。
最
大
の
雑
誌
は
筑

紫
哲
也
氏
が
編
集
長
の
『
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
で
10
万

部
。
岩
波
の
『
世
界
』
も
10

万
部
近
く
売
れ
て
い
た
と
い

う
。『
現
代
の
眼
』
の
投
稿

者
に
は
、
赤
瀬
川
原
平
、
松

田
哲
夫
、
南
辛
坊
、
ま
た
吉

本
隆
明
な
ど
の
論
客
が
お

り
、
話
題
と
人
気
を
提
供
し

た
。　ま

た
少
数
精
鋭
の
編
集
部

か
ら
論
壇
・
文
壇
に
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
た
。
山
岸
氏

が
編
集
部
で
机
を
並
べ
た
仲

間
か
ら
は
、
直
木
賞
作
家
が

２
人
誕
生
し
た
。
高
橋
義
夫

（
１
９
９
１
年
「
狼
奉
行
」

で
第
１
０
９
回
直
木
賞
受

賞
）
と
車
谷
長
吉
（
１
９
９

８
年
、「
赤
目
四
十
八
滝
心

中
未
遂
」
で
第
１
１
９
回
直

木
賞
受
賞
）。
芥
川
賞
の
尾

辻
克
彦
（
赤
瀬
川
原
平
）
も

本
誌
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た

し
、
井
出
孫
六
の
直
木
賞
受

賞
作
「
ア
ト
ラ
ス
伝
説
」
も

連
載
作
品
で
あ
っ
た
。

ほ
か
に
『
現
代
の
眼
』
か

ら
デ
ビ
ュ
ー
し
た
人
に
は
、

鈴
木
邦
男
、
鎌
田
慧
、
猪
瀬

動
」
を
支
え
る
こ
と
で
あ
る

と
も
い
え
る
。
雑
誌
と
い
う

「
場
」
を
、
書
き
手
と
結
び

つ
け
る
の
が
編
集
者
で
あ

る
。
同
時
に
そ
の
時
代
や

「
運
動
」
の
動
き
を
、
表
現

す
る
と
い
う
事
例
に
は
、
全

国
各
地
の
運
動
の
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

主
題
か
ら
少
し
離
れ
る
が

こ
の
７
月
30
日
は
、
山
岸
氏

が
京
大
在
学
中
か
ら
親
交
の

あ
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

長
沼
節
夫
氏
（
１
９
４
２
年

～
２
０
１
９
年
11
月
９
日

没
）
の
「
長
沼
節
夫
さ
ん
を

偲
ぶ
会
」
で
あ
っ
た
。
し
か

し
コ
ロ
ナ
第
七
波
の
蔓
延
の

た
め
に
中
止
さ
れ
た
。
そ
の

会
に
は
筆
者
も
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ

の
関
わ
り
に
つ
い
て
記
し
て

お
き
た
い
。

長
沼
氏
は
、『
京
都
大
学

新
聞
』
の
記
者
の
時
代
か
ら

朝
鮮
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て

い
た
の
で
、
山
岸
氏
は
長
沼

氏
の
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
持

ち
込
み
企
画
を
雑
誌
の
編
集

に
生
か
し
て
い
た
。

長
沼
氏
は
、
韓
国
民
主
化

運
動
の
取
材
を
重
ね
て
い
る

う
ち
に
金
大
中
の
信
頼
を
得

て
い
た
。
朴
正
煕
政
権
か
ら

の
危
険
を
逃
れ
て
日
本
に
亡

命
中
の
金
大
中
に
、
長
沼
氏

は
こ
の
ま
ま
身
を
隠
す
よ
り

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
顔
を
出

す
方
が
む
し
ろ
安
全
で
あ
る

と
助
言
し
た
。
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
と
縁
の
な
い
金
大
中

に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
日
本

の
中
国
侵
略
な
ど
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
で
有
名
な
朝
日
新

聞
記
者
・
本
多
勝
一
と
対
談

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
山

岸
氏
と
本
多
氏
は
同
じ
長
野

県
出
身
で
親
交
も
あ
っ
た
の

で
本
多
氏
が
合
意
し
、
金
大

中
と
の
対
談
が
『
現
代
の

眼
』
で
実
現
し
た
（
長
沼
・

本
多
、
２
０
０
９
）。

こ
れ
に
は
、
長
沼
氏
の
采

配
が
あ
り
、
韓
国
の
政
治
や

歴
史
に
も
詳
し
い
「
影
の
助

言
者
」
と
し
て
任
錫
均
を
抜

擢
し
た
。
対
談
で
は
主
に
金

大
中
の
植
民
地
期
の
経
験
や

対
日
認
識
の
方
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
任
自

身
が
朝
鮮
人
密
航
者
と
し
て

戦
後
に
も
続
く
植
民
地
主
義

的
な
日
本
の
朝
鮮
人
差
別
の

構
造
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

か
ら
ら
し
い
。

そ
の
後
、
山
岸
氏
は
、
長

沼
氏
の
紹
介
で
、
来
日
中
の

金
大
中
の
警
備
を
担
当
し
て

い
た
「
在
日
韓
国
青
年
同
盟

（
韓
青
）」
の
青
年
ら
と
も
交

流
し
、
金
大
中
拉
致
事
件
発

生
後
に
は
韓
国
の
民
主
化
運

動
を
弾
圧
す
る
朴
政
権
を
批

判
す
る
韓
青
の
活
動
家
の
論

説
を
載
せ
、
支
援
を
行
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

▼
「
季
刊
日
本
主
義
」
の

　
編
集

山
岸
氏
は
、
２
０
０
３
年

に
は
、
前
出
の
長
沼
節
夫
氏

の
紹
介
で
、
日
比
谷
・
市
政

会
館
に
居
を
構
え
る
日
本
地

域
紙
図
書
館
（
館
長
・
菊
地

幸
介
氏
、
島
根
日
日
新
聞
社

主
・
日
本
地
域
紙
協
議
会
専

務
）
を
発
行
人
と
す
る
『
季

刊
日
本
主
義
』（（
株
）
白
陽

社
発
行
）
の
編
集
人
と
な
っ

た
。さ

て
、『
季
刊
日
本
主

義
』
と
い
う
と
、
名
前
は
ア

ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
だ
が
、
近
代

日
本
を
形
作
っ
た
明
治
維
新

を
見
直
そ
う
と
い
う
趣
旨
で

刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
山

岸
氏
は
、
薩
長
討
幕
派
に
よ

っ
て
倒
壊
さ
れ
た
江
戸
文
化

（
特
に
町
人
文
化
）
の
よ
さ
・

可
能
性
（
３
Ｒ
〈
リ
サ
イ
ク

ル
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー

ス
〉、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
世
界
水

準
を
凌
駕
す
る
教
育
・
文
化

な
ど
）
の
再
発
見
・
再
検
討

に
傾
注
し
た
・
加
え
て
石
田

梅
岩
に
よ
る
「
石
門
心
学
」

も
、
山
岸
氏
が
注
目
す
る
道

徳
学
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代

の
競
争
・
覇
権
文
明
に
対
峙

す
る
も
の
と
し
て
の
縄
文
文

化
の
再
発
掘
に
も
目
を
向
け

た
。上

田
篤
京
大
名
誉
教
授
を

会
長
、
尾
島
俊
雄
早
大
名
誉

教
授
を
顧
問
と
し
て
、
雛
元

昌
弘
氏
（
街
づ
く
り
プ
ラ
ン

ナ
ー
・
縄
文
文
化
研
究
者
）

ら
と
と
も
に
、「
現
代
縄
文

社
会
研
究
会
」
を
つ
く
り
、

研
究
会
や
、
長
野
・
群
馬
で

の
実
地
見
学
も
行
っ
た
。
ま

た
、『
季
刊
日
本
主
義
』
の

編
集
企
画
と
し
て
、
石
飛
仁

氏
（
東
京
東
ア
ジ
ア
文
化
研

代
表
）
を
水
先
案
内
人
と
し

て
、「
縄
文
出
雲
研
究
」
旅

行
も
行
っ
た
。「
現
代
縄
文

社
会
研
究
会
」
で
は
現
在
、

長
野
・
群
馬
を
中
心
と
し
た

縄
文
文
化
圏
を
「
世
界
歴
史

遺
産
」
に
登
録
す
る
課
題
を

推
し
進
め
て
い
る
。

な
お
、
山
岸
氏
と
筆
者
の

と
の
出
会
い
は
２
０
１
０
年

頃
で
、
市
政
会
館
で
の
会
議

後
の
呑
み
会
が
大
い
に
関
係

を
深
め
た
。
筆
者
の
進
め
て

い
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
応
援
酒

「
鐵
の
道
」
の
話
題
を
『
季

刊
日
本
主
義
』
で
上
・
下
巻

と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

▼
地
域
紙
の
編
集
協
力

『
季
刊
日
本
主
義
』
が
事

務
所
を
置
く
市
政
会
館
地
下

１
階
の
地
域
紙
図
書
館
会
議

室
で
は
、
毎
月
１
回
、『
季

刊
日
本
主
義
』
の
同
人
ら
十

数
名
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

編
集
者
、
古
代
史
研
究
者
、

近
代
史
研
究
者
、
国
際
問
題

研
究
者
な
ど
な
ど
）
が
集
ま

り
、
飲
み
会
＋
勉
強
会
を
開

催
、
如
上
の
テ
ー
マ
や
、
現

下
の
国
際
・
社
会
・
経
済
問

題
に
つ
い
て
喧
々
諤
々
の
議

論
を
交
わ
し
た
。

山
岸
氏
は
、
白
陽
社
解
散

後
、
２
０
２
０
年
春
か
ら

は
、
御
茶
ノ
水
の
文
化
通
信

社
が
「
日
本
地
域
紙
図
書

館
」
の
後
身
と
し
て
継
承

し
た
「
ふ
る
さ
と
新
聞
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
館
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

傍
ら
、
同
社
の
週
刊
新
聞

『
文
化
通
信
』
の
編
集
に
携

わ
り
、
地
域
文
化
、
地
域
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
復
権
を
模

索
し
た
。

山
岸
氏
は
、
遅
蒔
き
な
が

ら
こ
の
時
代
ほ
ど
、
日
本
の

歴
史
や
、
比
較
文
化
論
に
つ

い
て
考
え
、
勉
強
し
た
こ
と

が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
い

ま
現
在
、
欧
米
的
な
「
世
界

基
準
」
で
言
う
と
日
本
の
位

置
は
か
な
り
低
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
、「
日
本

文
化
」
の
中
に
現
代
人
類
文

明
の
危
機
を
救
う
ヒ
ン
ト
が

あ
る
、
と
信
じ
る
同
氏
が
い

る
。
強
い
確
信
が
あ
る
。

▼
音
楽
と
俳
句
で
の

　
自
己
表
現

同
氏
の
趣
味
は
ア
マ
チ
ュ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
演
奏
の
ほ
か
、
俳

句
も
吟
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

前
者
は
、
船
橋
市
で
演
奏
会

を
行
う
な
ど
の
腕
前
で
あ
っ

た
が
、
昨
年
夏
に
難
病
を
発

症
し
左
腕
が
利
か
な
く
な

り
、
演
奏
を
諦
め
て
い
る
。

後
者
は
右
腕
を
使
い
句
作
表

現
が
出
来
て
い
る
。
最
近
作

を
掲
げ
る
。

□
も
の
な
べ
て
静
止
画
と
な

り
春
は
遅
々
（
２
０
２
０
年

４
月
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）

□
炎
天
の
デ
モ
真
直
ぐ
な
少

女
の
眼
（
２
０
２
０
年
６

月
、
反
ト
ラ
ン
プ
・
デ
モ
）

□
麦
熟
る
る
頃
少
年
は
人
と

な
る
（
２
０
２
１
年
６
月
）

□
ぐ
わ
ら
り
ぐ
わ
ら
ん
草
萌

に
じ
り
往
く
戦
車
（
２
０
２

２
年
２
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
）

▼
反
戦
歌

詩
人
・
茨
木
の
り
子
は
、

平
和
の
た
め
に
反
戦
の
詩
を

遺
し
て
い
る
。「
わ
た
し
が

一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
」

「
倚
り
か
か
ら
ず
」「
四
海
波

静
」
な
ど
が
あ
る
。
筆
者
が

主
宰
す
る
の
り
子
の
詩
の
朗

読
と
音
楽
の
回
（
２
０
１
９

年
）
で
、
山
岸
氏
の
筆
名
・

真
木
修
平
に
よ
る
作
詞
作

曲
）
の
反
戦
歌
『
も
う 

銃

を
取
ら
な
い
で
』
も
発
表
さ

れ
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
悲
惨
な
状
況
に
あ

り
終
息
の
兆
し
の
見
え
な
い

今
年
４
月
13
日
、
同
反
戦
歌

を
リ
メ
イ
ク
し
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
向
け
の
演
奏
・
合

唱
と
収
録
を
行
っ
た
。
ピ
ア

ノ
（
小
森
俊
明
）、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
（
娘
・
山
岸
万
紀
）

の
伴
奏
で
、
歌
（
ム
ン
ロ
王

子
、
別
府
真
也
）
に
よ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
っ
た
の

で
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
の
収

録
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
表

現
で
あ
り
、
世
界
に
向
け
た

な
主
張
で
あ
っ
た
。
全
員
の

協
力
で
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と

が
出
来
た
【
註
１
】。　

▼
む
す
び

　
―
―
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン

以
上
、
山
岸
氏
の
こ
れ
ま

で
の
人
生
は
「
表
現
」
に
関

わ
る
。「
む
す
び
」
と
し
て

サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
か
ら

生
ま
れ
た
言
葉
と
し
て
〝
ア

ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
（engagem

ent

）〟
を
贈
り
た
い
。
英
語

で
は
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
当

た
る
が
、
同
氏
に
は
仏
語
が

い
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
自
己
埋
没
で
は
な

く
、
自
己
と
他
者
の
主
体
的

な
表
現
を
引
き
出
す
こ
と
に

他
な
ら
な
い
。
個
と
し
て
の

存
在
で
は
な
く
、
二
者
以
上

の
他
者
と
の
縁
（
へ
り
）
で

あ
り
、
そ
の
関
わ
り
は
淵
を

つ
く
り
、
表
現
の
源
淵
と
な

る
。
「
山
岸
」
は
、
大
き
な

山
の
存
在
と
大
き
な
海
や
河

川
と
の
境
に
も
あ
た
る
。
両

者
の
関
わ
り
こ
そ
が
新
た
な

源
淵
と
為
る
。
そ
れ
は
、
表

現
の
波
動
、
伝
播
、
反
射
、

そ
し
て
躍
動
の
「
淵
」
で
あ

り
「
源
」
と
な
る
。

【
註
１
】
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

「
も
う 

銃
を
と
ら
な
い

で
！
」
（
２
０
２
２
年
５
月
）

https://www.youtube.

com/watch?v=Xm1M3ownIwk

直
樹
な
ど
も
い
る
。

▼
運
動
と
表
現
を
結
び
つ
け

　
る
媒
介
と
し
て
の
編
集
者

編
集
者
は
、
雑
誌
の

発
刊
と
い
う
「
表
現
」

行
為
を
通
し
て
、「
運

た
文
学
部
仏
語

仏
文
科
の
卒
業

よ
り
は
、「
吉

田
寮
ダ
ベ
リ
ン

グ
学
部
」
卒
業

と
自
嘲
す
る
。

青
春
を
謳
歌
し

た
時
代
で
あ
っ

た
。

山岸修氏近影(2022.4.13)


